
山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
八
四



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
八
五

'
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
人
事
委
員
会
の
業
務
の
状
況
に
つ
い
て

山
梨
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
号
）

第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
委
員
会
か
ら
次
の
と
お
り
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
人
事
委
員
会
の
業

務
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
八
六



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
八
七



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
八
八



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
八
九



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
九
〇



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
九
一

'
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
甲
府
市

か
ら
聴
取
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
そ
の
意

見
を
山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

１
　
名
称
　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
甲
府
住
吉
店

２
　
所
在
地
　
甲
府
市
住
吉
三
丁
目
三
千
九
十
二
番
地
外

二
　
届
出
の
内
容
及
び
公
告
日

１
　
内
容
　
新
設

２
　
公
告
日
　
平
成
十
九
年
五
月
十
日

三
　
意
見
の
概
要

１
　
来
店
経
路
及
び
退
店
経
路
の
周
知
徹
底

２
　
廃
棄
物
等
の
保
管
・
処
理
の
方
法

'

大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
甲
府
市

か
ら
聴
取
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
そ
の
意

見
を
山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

１
　
名
称
　
イ
ッ
ツ
モ
ア
増
坪
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

２
　
所
在
地
　
甲
府
市
住
吉
本
町
字
毛
賀
知
千
百
十
三
番
一
外

二
　
届
出
の
内
容
及
び
公
告
日

１
　
内
容
　
新
設

２
　
公
告
日
　
平
成
十
九
年
五
月
十
七
日

三
　
意
見
の
概
要

廃
棄
物
等
の
処
理
等
に
つ
い
て

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
落
札
に
係
る
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

山
梨
県
土
木
部
技
術
職
員
用
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
等
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
土
木
部
土
木
総
務
課
技
術
管
理
室
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
十
九
年
八
月
二
十
一
日

四
　
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

Ｎ
Ｅ
Ｃ
リ
ー
ス
株
式
会
社
西
東
京
支
店
　
東
京
都
立
川
市
曙
町
二
丁
目
十
七
番
三
号

五
　
落
札
金
額

八
千
五
百
四
十
二
万
八
千
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
九
年
七
月
十
二
日

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号

山
梨
県
放
置
違
反
金
に
係
る
納
付
命
令
、
督
促
、
滞
納
処
分
及
び
延
滞
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

山
梨
県
放
置
違
反
金
に
係
る
納
付
命
令
、
督
促
、
滞
納
処
分
及
び
延
滞
金
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
放
置
違
反
金
に
係
る
納
付
命
令
、
督
促
、
滞
納
処
分
及
び
延
滞
金
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

八
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
八
号
様
式
中
「（
郵
便
貯
金
に
振
り
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）」
を
削
り
、

「
「
送
金
通
知
書
」
を
」
を
「
「
支
払
案
内
書
」
を
」
に
、「
送
金
通
知
書
」
を
「
支
払
案
内
書
」
に



改
め
、「
※
　
「
送
金
通
知
書
」
は
、
書
留
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ
　
の
　
他

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日山

梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
　
　
殿
　
　
岡
　
　
日
　
　
吉

一
　
落
札
に
係
る
購
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

レ
ー
ザ
ー
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
質
量
分
析
装
置
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
　
山
梨
県
甲
府
市
大
津
町
二
千
九
十
四
番
地

三
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日

四
　
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

豊
前
医
化
株
式
会
社
　
山
梨
県
中
央
市
乙
黒
百
七
番
六
号

五
　
落
札
金
額

三
千
三
十
一
万
三
千
五
百
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
九
年
六
月
十
一
日

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
一
号

山
梨
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

山
梨
県
議
会
議
長
　
　
内
　
　
田
　
　
　
　
　
健

山
梨
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
山
梨
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
に
、「
証
券
取
引

所
」
を
「
金
融
商
品
取
引
所
」
に
、「
証
券
業
協
会
」
を
「
認
可
金
融
商
品
取
引
業
協
会
」
に
改
め
、

「
限
る
。）」
の
下
に
「
、
金
銭
信
託
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
第

二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

「
５
　
金
銭
信
託

元
本
の
額

第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中

６
　
有
価
証
券

円
　
摘
　
要

を
「
５
　
有
価
証
券
」
に
、「
社
債
券
」
を
「
社
債
券

」

、
金
銭
信
託
」
に
、「
総
額
を
」
を
「
総
額
（
金
銭
信
託
に
つ
い
て
は
、
元
本
の
額
）
を
」
に
、「

７
」
を
「
６
」
に
、「
８
」
を
「
７
」
に
、「
９
」
を
「
８
」
に
、「
１
０
」
を
「
９
」
に
改
め
る
。

第
二
条

山
梨
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

注（
３

第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中
「
、
貯
金
及
び
郵
便
貯
金
」
を
「
及
び
貯
金
」
に
、

郵
便

注

当
座
貯
金
及
び
普
通
貯
金
を
除
く
。

）
郵
便
貯
金

を
　

貯
金
の
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
摘
　
要

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
九
二



通
常
郵
便
貯
金
を
除
く
。

」

「
注
　
当
座
貯
金
及
び
普
通
貯
金
を
除
く
。」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
十

九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
九
三



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
五
号
　
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

六
九
四


